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間・●あ輩 わ闊t週ぎ去つてしま尭 とれ″燎員0
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渇校の機員がしヽる力と思麦

は 自衛陶
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しまう

そに 児菫菫ヨ歯艘で生活する手ど曖 臓員を

列

千

剤

奎

１

　
１

〓

　

，

■

　

，

“

■ ,1率 ■A
■金格な護人 手メめ呵

蹂 褻議 議

子供●町
エンシン

'ボ

ーム

〒,,`―●1,

録■鷹■。

"十
   1

■発騎
=●

●

0`け
`●

 02●
=

``="` ''`う

躍7長 田中 文男

Σ
~_



テーマとしたテレビトラマの敏曖が始まぅた「あ湘ま

トラマつ世刑 と雹0てま 見る人は真実の委とわ て

しまう力もしれない ,どき体口がでま すが
' 
そ

の瞬口 兒菫相談所に椰8するし境3にめ ては機
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折助ねてこられます 者のアルバムを良い入るように

腱めたり当時のi子供の回だよりJから効oている

`前を探したり当時の思い出や吉
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のもと口を重ねなあ 頑誤oてしヽtだい‐ まヽす 子

ともたちも ,ではあ 力り国 の花にJ懇ち
=さ
讚騒

うています

これからもごコ遭よらしくお願しヽ3します

壊 」親優りu鑓 亜設

「摩泉 ,の

`学

生の3いた詩です

匡
ι
'つ
た 。こ

`1つ

かe.こ 博ぼt貯●ひ
"く
う

ぃ●け0●くら00■τ●

`1つ

0お 0"さすんだ

"く
眸 `eらめ0い

■ア|~



子供のIrだよ,第 2,■ 平成′。年,,2,ロ 発 行

い0鰺どた零にく0しくτ3
11つ0り ようOJllaう こしたo七
″く醸 生0ていく

00しいCt,3●こ鬱

`1っ
oe,こ
″く0た●HCe`く■●

^●

ぃぅ

つ3t'ここ 力0し
`■
Ce

ぃっヵe,こ

●く,てくれ0人■ 1●Ar

|● 。のたお                  |
こ■,くのた0“

●ta彗●さく

む諄だ0た0じ

彙Jn●篠
"さ
く

tiOわ●ttおじ

腱 ぅa議 く
●0●●け

…

え

“

26年 6月 ‐ 腋● p■l期 燿 仙 ました
く錮 事>

理事慶  田Φ 文男
専務用口 獅 2黎 ―

理

“

  斎藤 隻弘
理 II  百鶴 博光
理 ●  松平 働も
理 ●  饉‖ 饉久
理 事  荒尾 雅也
環 事  小島 膀之 ‐ ソコ,T 興 長)
理 ●  掘江 員人  (探。●●Em
く鶴

`>

有き 暉子
鳳生あつ子

‖田 公子
佐距 籠子
松平 壼子

鍋3僅 手

=見
 明子

石川 利ラ
(1名欠p

く評饉■>

口中 文男
齊神 ―

吉岡 博光
松平 恨簿
駕1 晨ス
蔵  馳
久窓 凛子

撻
榛
琳
訓
麟

進

簡―

宰夫

庫大

昇

⑬ 薔おでいt'
8く餞ホ

壼口感■た0●,″にじ●

…

つい‖ご

=く
け¥"t`'い

●くけネ

こ0ここん

"の
テこも

"く
0

そしi 
「

く

…

れ●

●じ

`1麟

1"″じ

“

t`ヽ1

膠くけホ

けCC“ ●
“

いヽ

Σ下ヽ¬K



子 供
…
より第
"■

璃戯お年2月 お ,  発行

I125匈月～H,■ 1月に

…

寄付品を頂ιェ万々(順不同敬称D
J簾 ヤ
'螂
会

,出Zユー ズ″
'―

ブ
Ms,A,ダ ‐ 凛●刊

"ラ
フ

“

o義人鷹磁 ■瘤

勢名.:;''ド

鰈
や

イクア"靱
司 1利=

影護躍貯ブ
ー 巌 晦  剛 銀

―蔵柱¨ ―ツ下,―
'ヽ

―トカ ソ
=外や軍百

窮 蔵
者棟菫椰朝市

貿鯖
摯蔭
週薔 郭子
大ll●‐ =(構

'田

"嘱
`VI “
,8 ■

夕引 謬 躍
カー‐2 ・ ターつ

'理
●B

翼鯉議癬畿響
●  ユ=″

膵
," 取子

0メ ド昴 椰 ‐ υ 林
―(ωコレ‐

健鋼

●●

"`■
●

焙D ●=
●■製氣 い
勧乖 劇 卸
颯轄
蘭 薦
ll l 酪 チ
■― 口,
奎‐ 、,夕 ,―爾 燿,
奮‐ コー知 橋
そば颯 ロ
第一椰 ,議お

=摩
重贅認

都 難  押
郷  襲  I
熟  かす0べ●|力と

朦弊茅昇たと臨輻
′ヽッピャ 0
滅 財 ●
濁  
“

,
〈場ビ

'ギ
`楡
ワ●|"‐,〃″

`ン織 社 ル 以
ヌ厳 鑽更
福口罐
辟  ●
ラフ ¬― カ

ー●●● ま
`(■,a■餞

苺師 聴 ,暉 輌
繰

'7●
―ボレー

"彗,●
"お″ =

=●
珈 ―ラ1● ● ●lt, 厳 証
獅  =
メお みと,
● II画 J
1颯ユ ヌ子
〈|100や
ヨ ,障資
8驚 ロ
富露 競
嫌 8臨 田 邸
颯確 申 瘍

・
鱚 薔

メ劫 |い|(ω
●ロ ー●

1無 手

`芽翅 薔 ●● 2
癖 九 イラメ 贅憲店
綸 ■画
嵩詞 ‐
■,葱,
メロ 廊
0●●●
∽ ワ レ ツ玖
繊
(め,‐ 7-
爛 査(輸 )
糊 再
■蝸 ヽ 島ヽ 融
●I製
●Ш =

…てい0粕 =“
棄

日球 Ж‐ツ確昴共同n3燿
"日れ 0-1歯

'椰 功■

"軌
工(襟 ,

■燎朝 麟

“
壺0‐
烙 ,|| お―

製 額
山● ●●●
J鐵
Ш下 鐵
輛〉刃 ′か
渇諄
ヨークマードお口お
調  お子

1鰤
嬌

,おたちのためにた01かご虔機あ
"‐
ご
`、
ま晩

… …

簗 ‐ ゑ輌ヽ
・

`積

力4V=oま して ,曝
''“
と
'出
栞ましたも,枷礼

●FXOば ,
:●●津葉しヽし に そし0カらは塩 来の小

…
りま

慶猛禁載傷鞠 諄議焉
=豊

発肇閉膚露蓬皇籠

回 の癬

'鰻本火助晨  G'恵茎子機  青藤 饉餃  遷,0遺懺    螢熱 嗣 あ ●・
齢 てせ ¨ ■

`,数
¨

“

集後出  この 1,る んなことがあり
ました それなのに十分お伝えできなくて

中し訳ありません 今後ともご実餃よらし

くお願い致しますΣ
「

デ
=


